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放射線防護 －設備の高経年化対策に伴う被ばく線量評価－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第25回ワーキング
（2023.10.4）で議論

施設の経年劣化による作業現場の放射線
環境に変化はないが、追加で実施するこ
とになる点検や工事により総被ばく線量
が増加することが予想されること、これ
らの作業についても、厳密な工程の管理
などにより被ばく低減対策に継続的に取
り組んでいくことを確認。

経年劣化への対策のために追加で実施す
ることになる点検などの保守作業によっ
て、作業員の被ばく線量に変化はあるの
か。

○東海第二発電所における被ばく線量の状況

東海第二発電所の定期検査における被ばく線量推移

• 運転期間延長認可申請に当たって実施したコンクリート遮へいの
特別点検や劣化評価結果より、運転期間の延長に起因して放射線
環境が大きく変化することはないと考えられる。
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第24回定期検査（前回）
◎総線量は過去２番目に大きい
◎立入者数は過去最大
※日々の一人当たりの線量は最小

改良工事線量

通常定検線量

平均線量
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• 作業員の被ばく線量は、定期検査（定検）ごとに実施する工事の
規模（作業内容、作業量）に依存する。

• 施設の定期検査に加え、運転期間の延長に伴い追加で実施する点
検や工事などによる作業量の増加により、今後、総被ばく線量は
増加することも予想される。

新たに追加で実施する作業についても、以下のような活動を通して、
被ばく低減対策に継続的に取り組んでいく。

• 他プラントにおける被ばく線量低減の好事例等の反映
• 作業検討段階における作業現場の把握や作業工程の厳密な管理
• 作業中の作業現場の監視や被ばく実績の綿密な管理
• 被ばく低減意識の啓発

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

